






取り組みも進めていきます。





SDGs WORKSHOP 2018
別海町、浜中町、中標津町で開催

201８年度は３地域でワークショップを開催。地域の身近な課題と環境課題の解決に向けた
アクションを、さまざまな年齢や立場のみんなで考えました。
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SDGs WORKSHOP 2019
標津・羅臼町、根室市、釧路市で開催

2019年度は4地域3箇所でワークショップを開催。地域や組織にとらわれない活発な意見が
生まれ、自分たちの地域の持続可能性に向けた具体的なアクションが共有されました。

ワークショップ参加者の声
・多様な仕事・年代の方が集まって考えると見方が
　変わって、しかしゴールが一緒であることがおも
　しろかったです。
・普段ここまでこのメンバーでお話する機会が
　なかったのでとても刺激になりました。
・高校生が成長していて良かった
・地域の問題や課題を解決することで世界地球の
　ためになると気づいた。
・孫たちに今よりもいい環境が残せたらいいですね。

アクションのアイディア
標津・羅臼町：「修学旅行を道東に呼ぶ」、「高校以降の高等教育機関」、「海の環境調査」、「サステナ
　　　　　　　ブルツーリズム国際認証導入」
根室市：「地元の専門職の活躍」、「避暑地長期滞在型ボランティア育成」、「漁業の学校づくり」、「根室
　　　　の魅力を住民全体で学ぶ観光教育」
釧路市：「ペーパーレスな教室づくり」、「VRを使った動物園学習」、「無料の大学づくり」、「観光ガイド
　　　　増加」、「北大通周辺の緑化計画」、「観光 xアート」

浜中町

 浜中町で酪農業・チーズ生産を行うグレイトフルファーム松岡牧場は、自然環境保護や
野鳥保護を行うNPO法人シマフクロウ・エイド、林業を営むグレートノースとともに
「河畔林再生　未来の森プロジェクト（仮）」を2020年にスタートします。
　松岡牧場付近の水源地と酪農地の境に、動物や自然環境に悪影響を与えない形で植
樹活動を行うこのプロジェクトは、地元の学生にも課外教育の一貫として事業に参加
をしてもらい、地域内での事業認知も高めつつ、事業活動全体が「地域とともに森・
動物・水源を守る牛乳・乳製品づくり」につながります。浜中町の主要産業である
酪農業のさらなるブランディングと、次世代の若者への地域教育が産まれる、環境・
社会・経済の同時解決事業が始まろうとしています。

　根室市でのワークショップをきっかけとして、根室地域のSDGs推進・普及や、
地域・自然教育の実施、まちづくり活動の実施等を目指す有志ボランティア団体、
「シナプスねむろ」が結成されました。同団体は現在10名のメンバーがそれぞれ協力
し合いながら多様な活動を進めており、オーガニック養鶏場を基盤とした食体験自然
学習ツアーの推進や、空き家をリフォームしたコワーキングカフェ企画の推進、
また障害者雇用促進を目的とした福祉イベントの企画立案等を行っています。

根室市

浜中町：「河畔林再生　未来の森プロジェクト（仮）」

根室市：シナプスねむろ

(c) NPO法人シマフクロウ・エイド (c) NPO法人シマフクロウ・エイド
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　毎年開催される全国のエ
リア大会では、高校生が
チームを組んで、自分たち
の考えるSDGs アクショ
ンをプレゼンテーション
ファイルにして応募しま
す。各エリアで選抜された
高校生は、エリア大会での
発表をし、最優秀チームは
全国大会への出場権利を得
ます。

【SDGs Quest みらい甲
子園　全国エリア大会】

　2019年度初開催となるSDGs Quest みらい甲子園＜北海道エリア大会＞に先立ち、高校
生をメインターゲットとした地域公開イベントが釧路市で開催されました。釧路・根室管内
から集まった高校生らが、オーガナイザーからSDGs と地域の持続可能性についてを動画を
交えながら学習し、個人ワーク、グループディスカッション、チームワークを通じて、高校
生の視点から自分たちのまちづくりや地域の持続化について考えます。
　2019年 1月に開催された釧路市での同イベントは、同日開催の札幌会場とオンライン会
議ツールを使用して映像と音声を繋げ、釧路と札幌のグループワークの内容を相互に発表し
合うという試みも行われました。高校生たちはこの後、地域公開イベントで得た学びや気付
きを糧にして、北海道エリア大会への準備を進めてゆきます。

SDGs Quest みらい甲子園 地域公開イベント in くしろ

SDGs Quest みらい甲子園 公式サイト： https://sdgs.ac

北海道道東地域広域ビジョン
Eastern Hokkaido Regional Vision

　道東 SDGs 推進協議会は根室・釧路地域を主とする北海道道東地域の住民に向けて、社会
的な課題の解決と持続可能な地域づくりに向け自治体の枠を超えた広域の連携を進めるととも
に、自治体、企業や団体、教育機関、住民など、多様な主体によるパートナーシップを育み、
地域特有の豊かな自然と文化に立脚した道東圏ならではの「SDGs モデル」を世界に発信する
ことを目的として、道東地域内の様々な分野・業界に声をかけ、全２回に渡る広域 SDGs
ビジョン策定に向けた検討会を開催しました。
　広域 SDGs ビジョン策定に向けて、これまで協議会が主催してきた道東地域でのワーク
ショップで発掘された地域住民の考える道東地域の課題と成すべきアクションを基に、
「１．基盤となる第一次産業の発展」「２．豊かな自然生態系の保護と懸命な利用」「３．つな
がりを織り成す学びと協働」という、３つのテーマにわけてビジョンづくりを進める方針を
立てられました。
　現在道東 SDGs 推進協議会は、道東地域に属する自治体が市町村として広域ビジョン批准
できるような形を目指し、さらに内容を深堀りして各地域との綿密なコミュニケーションを
進めています。

広域ビジョン素案


